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平
素
は
、本
会
の
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
陵
会
報
第
1
1
7
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
当
会
報
で
は
、
宮
陵
会
の

活
動
報
告
や
活
躍
す
る
卒
業
生
の
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発 行 の
あいさつ

2

宮陵会事務局 からのお知らせ

英
語
は
ど
う
し
て
必
修
な
の
か
?

会
長

久
保

清
治

今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
、
入
学
時
の
ク
ラ

ス
・
コ
ン
パ
の
と
き
、
担
任
で
「
英
語
」

担
当
の
松
川
（
昇
太
郎
）
教
授
に
、
級
友

の
ひ
と
り
が
質
問
し
た
。「
俺
等
は
卒
業

後
、
田
舎
に
帰
る
ん
で
、
一
生
、
英
語
は

使
わ
ん
け
ど
、
ど
う
し
て
必
須
科
目
で
学

ば
け
ん
ば
い
か
ん
の
か
」

私
は
、
中
学
か
ら
英
語
が
苦
手
で
成
績

は
悪
か
っ
た
の
で
、
級
友
の
質
問
に
共
感

し
、
拍
手
喝
采
。

先
生
、
応
え
て
曰
く
。「
英
語
の
学
習

は
、
そ
の
人
が
使
う
か
、
使
わ
な
い
か
の

問
題
で
は
な
い
。
受
験
や
そ
の
他
の
選
抜

で
人
が
人
を
評
価
す
る
場
合
、
最
も
重
要

で
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
基
準
は
、
努
力
と
忍

耐
。
逆
に
言
え
ば
、
若
い
と
き
特
に
旺
盛

な
様
々
な
欲
望
を
、
ど
れ
だ
け
制
し
た
の

か
、
ど
れ
だ
け
我
慢
（
制
欲
）
し
た
の
か
。

そ
れ
を
、
頭
の
良
し
悪
し
に
関
係
な
く
公

平
か
つ
客
観
的
に
測
る
尺
度
と
し
て
、
英

語
が
受
験
科
目
と
し
て
成
立
す
る
。
諸

君
、
英
語
力
は
毎
日
、コ
ツ
コ
ツ
と
絶
え

間
な
く
勉
強
（
怠
惰
の
排
除
）
し
な
け
れ

ば
、
上
達
し
な
い
の
は
知
っ
て
の
と
お
り
」

先
生
の
分
か
り
や
す
い
説
得
力
あ
る

説
明
（
激
励
）
は
、
英
語
を
ず
う
っ
と
毛

嫌
い
し
て
い
た
私
を
、
一
瞬
に
し
て
喝
破

（
そ
う
か
。
な
ら
、
や
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
！
）
。

早
速
、ESS

部
の
先
輩
達
が
開
い
て
い

たT
h

e Jap
an

 T
im

es

の
社
説
の
勉
強

会
に
参
加
（
旧
正
門
を
入
っ
て
左
側
、い
ま

花
畑
や
ベ
ン
チ
の
あ
る
所
に
あ
っ
た
木
造
2

階
建
て
の
校
舎
で
、
午
前
8
時
集
合
、
同
50

分
ま
で
土
・
日
を
除
く
毎
朝
）
。

1
年
過
ぎ
た
ら
、
紙
面
上
の
分
か
ら
な

い
単
語
は
殆
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
た
。
今

度
は
2
年
次
の
夏
休
み
１
ヵ
月
、
涼
し
い

信
州
の
兄
の
下
宿
先
で
、
資
本
主
義
経
済

を
救
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
難
解
な

J.
M.
K
e
y
n
e
s
の
『
一
般
理
論
』

に
挑
戦
。半
分
く
ら
い
試
訳
し
て
も
、理
論

の
内
容
は
全
然
、分
か
ら
な
か
っ
た
が
…

5年ぶりのホームカミングデー開催

「おかえりなさい、
　　　そしてようこそ」

5
年
ぶ
り
、
第
29
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
10
月
29
日
、
約
5
0
0
人
が
参
加

し
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
で
開
か
れ

た
。式

典
の
冒
頭
、
石
渡
卓
理
事
長
は
「
お

か
え
り
な
さ
い
、
そ
し
て
よ
う
こ
そ
お
出

で
い
た
だ
き
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
」
と
あ

懇親会は久保清治宮陵会会長の乾杯の音頭で始まった

あいさつする石渡卓理事長あいさつする小熊誠学長

司会進行の須山梨菜さん
（H28英文卒）

5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催5年ぶりのホームカミングデー開催
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宮陵会事務局 からのお知らせ

題名  横浜キャンパス・7号館横の銀杏並木
2023（令和5）年11月制作　F10号

ロの字型の中庭の出入口にある横浜キャンパスの 7 号館。時計台のある
8 号館や学食のある 10 号館に比べて目立たない建物である。銀杏並木の先の
階段を上がった取っ付きの講堂に思い出がある。昭和 50 年代に学生だった
私は、興味本位で西丸與一先生の「法医学」をこの講堂で履修した。教科書
を見た時、グロテスクな写真もありちょっと引いた。西丸先生の「法学部で
法医学があるのは東大と神大しかないんだよ」という言葉に、そんなに貴重
な講座なら頑張って出席しようと決心した。ある時都合で遅刻してしまった。
先生が講義される側に入口があり躊躇していると、後ろにもドアが見え、探
して無事？入れた。 渡邊恵子（宮陵会理事  1977年法学部法律学科卒）

表紙のことば

お詫びと訂正
『宮陵会報』（№ 116）掲載の 14 頁「卒業生の声」に誤
りがございました。深くお詫び申し上げますとともに、
下記のとおり訂正させていただきます。

記
（誤）「神大会」のことなど　島根県　高浜靖（84 歳）
（正）「神大会」のことなど　鳥取県　高浜靖（84 歳）

◇ 会議予定
理事会　2024(令和6)年 2月  3日(土)　3月 2日(土)

3月23日(土)予備日
◇ 年末年始休暇
2023（令和5）年12月28日（木）～2024（令和6）年1月6日（土）
◇ 地域組織 新代表者紹介
北見宮陵会 昭63経 河口広行 様
秋田県宮陵会 昭47法 佐々木義廣 様
茨城県宮陵会 昭60建 鶴田哲男 様
箱根町宮陵会 昭48応化 関根康夫 様
三浦半島宮陵会 昭49貿 田原清彦 様
川崎市宮陵会 昭48貿 熊澤　明 様

※登録いただきました情報につきましては、皆様の個人情報の重要性を
深く認識し、個人情報保護方針に従い適正な保護管理に努めています。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ
◇ 事務局よりのお願い
（１）会費納入について

宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願いいたします。
会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、代議員と
なる資格がなくなる場合があります。会費の納入依頼は、8月発
送の『宮陵会報』(№116)とともに会員の皆様にお届けしており
ます。個々人の金額が明記されております。今一度ご確認ください。

（１）住所等の変更について
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更があ
れば、ご連絡をお願い申し上げます。
①神奈川大学ホームページ
https://www.kanagawa-u.ac.jp/alumni_menu/registration ⇒

卒業生登録情報登録・変更のご案内
② FAX　045-413-0791
③ E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

■訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2023（令和5）年7月22日
深瀬 寛 様（昭19機）

元理事

2023（令和5）年11月10日
那須 晃一郎 様 (昭54法)

マンドリンアンサンブルOB会会長

2023（令和5）年9月3日
坂井原 良夫 様 (昭25貿・昭27貿)

元理事
元歩囲伍会支部支部長

い
さ
つ
し
、
陸
上
競
技
部
の
箱
根
駅
伝
2

年
ぶ
り
本
選
出
場
や
吹
奏
楽
部
の
33
回

目
金
賞
受
賞
な
ど
学
生
の
活
躍
ぶ
り
を
紹

介
。
大
学
の
近
況
報
告
を
行
う
な
か
で
、

具
体
的
な
施
策
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
や
財
政
の
安
定
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
力
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
小
熊
誠
学
長

は
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設

や
、
理
工
再
編
に
よ
り
建
築
学
部
や
情
報

学
部
の
誕
生
な
ど
文
系
、
理
系
合
わ
せ
11

学
部
22
学
科
1
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
横
浜
に
集

結
し
た
こ
と
な
ど
、
明
る
い
未
来
に
向
け

た
発
展
す
る
大
学
の
様
子
を
紹
介
し
た
。

懇
親
会
で
は
久
保
清
治
宮
陵
会
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
大
学
の
さ
ら
な
る

発
展
や
参
加
者
の
健
康
を
祝
し
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
た
。

会
場
で
は
、ス
ペ
イ
ン
舞
踊
「
ロ
ス
ガ
ス

ト
」
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
演
舞

の
ほ
か
、
フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
ン
ド

に
よ
る
校
歌
斉
唱
も
あ
り
、に
ぎ
や
か
な

懇
親
会
と
な
っ
た
。
藍
染
体
験
や
神
大
オ

リ
ジ
ナ
ル
物
販
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
、
参
加
者
同
士
が
思
い
思
い
に
談
笑

す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。（
編
集
部
）

フロイデコール・レジェンドによる校歌斉唱

ロスガトスの演舞

藍染体験コーナー

湘南信金職員による
キッズコーナー

神大グッズ販売
コーナー
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活躍する卒業生

会
長

杉
本

雄
一（
74
歳
）

神
奈
川
大
学
に
寄
せ
る
想
い

すぎもと・ゆういち
1949（昭和24）年高知県生ま
れ。72（昭和47）年法学部法
律 学 科 卒 業。99（ 平 成11）
年有限会社あい薬局創業。
2008( 平成20）年高知県香美
市個人情報保護審査会会長。
15（平成27）年公益社団法人
全日本医薬品登録販売者協
会会長。同年全日本医薬品
登録販売者政治連盟会長。

「
こ
の
医
薬
品
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
薬

剤
師
又
は
登
録
販
売
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
」
と
い
う
広
告
を
よ
く
見
か
け
る
。
登

録
販
売
者
は
、
医
薬
品
販
売
の
専
門
家
と

し
て
平
成
21
年
に
誕
生
し
た
。
こ
れ
以
降
、

25
万
人
以
上
が
従
事
登
録
を
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
登
録
販
売
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
職
能
団
体
に
、
公
益
社
団
法
人
全
日
本

医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
（
略
称
「
全
薬

協
」
）
が
あ
る
。
そ
の
目
的
は
「
登
録

販
売
者
の
倫
理
的
・
職
能
的
水
準
を
高
め

る
こ
と
、
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る

啓
発
・
知
識
の
普
及
に
貢
献
す
る
こ
と
」
。

前
身
は
、
全
日
本
薬
種
商
協
会
と
い
う
民

法
法
人
（
略
称
「
旧
全
薬
協
」
昭
和
13
年

団
体
設
立
）
で
あ
っ
た
が
、
幾
多
の
制
度

大
改
正
を
経
て
現
在
の
全
薬
協
に
至
る
。

私
は
平
成
3
年
に
こ
の
旧
全
薬
協
に
加

入
。
平
成
27
年
に
推
さ
れ
て
新
全
薬
協
の

会
長
に
就
任
し
、
9
年
目
。
同
法
人
を
代

表
し
て
厚
生
労
働
省
主
催
の
重
要
な
会
議

な
ど
へ
の
参
加
の
機
会
も
多
く
、
重
い
責
任

を
感
じ
つ
つ
、
職
務
に
従
事
し
て
い
る
。
全

薬
協
所
属
の
同
窓
は
少
な
く
な
い
。
栖
原

昭
直
石
川
県
協
会
前
会
長
、
竹
島
哲
二
富

山
協
会
会
長
な
ど
の
大
先
輩
を
始
め
と
す

る
方
々
も
在
籍
し
て
お
り
、
大
変
心
強
い
。

個
人
と
し
て
は
、
平
成
11
年
、
高
知
県

で
調
剤
薬
局
を
創
業
し
て
26
年
目
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
私
の
経
歴
は
、
主
に
医

薬
品
販
売
領
域
で
あ
る
が
、
昭
和
42
年
神

大
法
学
部
の
卒
業
生
で
あ
る
。
学
習
指
導

者
を
求
め
て
昭
和
38
年
、
こ
の
欄
で
お
馴

染
み
の
「
法
研
」
の
門
を
叩
い
た
。
入

部
後
、
法
曹
を
志
し
た
期
間
が
あ
り
、

そ
れ
な
り
に
勉
学
中
心
の
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
。
同
級
生
と
の
友
情
を
深
め
た
想

い
出
は
、
同
年
開
催
の
大
学
祭
へ
の
参
加

で
あ
る
。
法
研
の
主
な
催
事
は
模
擬
裁
判

劇
。
シ
ナ
リ
オ
作
成
と
演
技
指
導
担
当
は

4
年
生
。
演
ず
る
の
は
所
属
部
員
。
模
擬

法
廷
を
設
置
し
、
配
役
に
あ
わ
せ
た
衣
装

に
身
を
包
み
、
英
語
研
究
部
の
方
に
化
粧

を
し
て
頂
き
、
各
々
役
柄
に
な
り
き
っ
て

演
技
し
た
。
掲
載
写
真
の
メ
ン
バ
ー
は
、

一
年
生
の
出
演
者
た
ち
。
記
憶
に
残
る
学

友
の
姿
は
、
今
も
青
年
の
ま
ま
で
あ
る
。

長
い
人
生
に
比
べ
れ
ば
、
大
学
在
籍
4

年
間
は
あ
ま
り
に
も
短
い
。
し
か
も
、
楽

し
い
日
々
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
〽
青

春
時
代
の
真
ん
中
は
、
道
に
迷
っ
て
い
る
ば

か
り
〽
」
だ
っ
た
。
さ
れ
ど
、
母
校
で
得
た

知
識
・
経
験

は
、
現
在
の

職
務
に
繋
が

る
か
け
が
え

の
な
い
源
泉
で

あ
る
。
携
わ
っ

て
い
る
代
表

的
職
務
は
、

薬
事
関
係
事

務
、
公
益
法

人
財
務
関
係

事
務
な
ど
。

い
ず
れ
も
専
門
性
・
特
殊
性
が
高
く
、
運

用
の
責
を
不
断
の
学
習
に
よ
り
補
充
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
学
び
の
姿
勢
は
母
校
で

培
っ
た
。
在
学
中
、
実
力
不
足
克
服
の
た

め
学
習
意
欲
を
絶
や
さ
ず
、
不
明
点
は
積

極
的
に
指
導
を
仰
い
だ
。
山
火
正
則
先
生
、

戸
田
修
三
先
生
、
瀬
戸
正
二
先
生
、
藤
井

俊
二
先
輩
を
始
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
頂

い
た
温
か
い
ご
教
示
に
深
謝
す
る
。

卒
後
50
年
を
経
た
今
な
お
、
教
育
を
施

し
て
頂
い
た
母
校
に
深
い
恩
義
と
親
愛
の

念
を
持
ち
、
そ
の
ご
隆
盛
と
同
窓
・
後
輩

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
い
る
。

栖原昭直石川県協会前会長（昭和41年工業経営学科卒、
右側座席）の旭日双光章受賞祝賀会で祝辞を述べる筆者

左より：高山氏、鈴木氏、阿部氏、筆者

森康男氏

公
益
社
団
法
人
全
日
本

医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
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活躍する卒業生

長
野
県

株
式
会
社
信
防
エ
デ
ィ
ッ
ク
ス
取
締
役
会
長

今
井

正
武（
78
歳
）

決
断
が
夢
を
実
行
す
る

いまい・まさたけ
1945（昭和20）年神奈川県
平塚市生まれ。43年工学部
応用化学科卒業。東京で水
処理関係勤務後、75（昭和
50）年長野市の株式会社信
防エディックスに入社。99（平
成 11）年同社代表取締役、
2023（令和 5）年同社取締役
会長。

神
奈
川
大
学
時
代
は
よ
き
友
に
恵
ま
れ

た
。
お
金
が
通
り
す
ぎ
る
時
代
で
、
素
う

ど
ん
が

３０
円
ぐ
ら
い
、
級
友
が
ご
馳
走
？

し
て
く
れ
た
ソ
ー
ス
飯
が
う
ま
か
っ
た
し
、

霧
の
深
い
日
、
港
か
ら
汽
笛
が
聞
こ
え
る

日
々
も
あ
っ
た
の
で
す
。

卒
業
後
は
快
適
な
勤
務
で
し
た
が
、
当

時
の
日
本
は
水
俣
病
、
東
京
湾
の
公
害
が

大
き
な
問
題
で
し
た
。
私
は
決
断
力
を
つ

け
る
た
め
密
か
な
決
心
を
し
ま
し
た
。
１

年
半
後
資
金
を
貯
め
、
昭
和
４５
年
８
月
、

英
語
は
苦
手
で
し
た
が
横
浜
の
港
か
ら
５

人
に
見
送
ら
れ
、
７
千
ト
ン
の
船
で
出
航
。

懐
は
70
万
円
位
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
目

指
す
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
。
ナ
ホ
ト
カ
港
へ

到
着
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

乗
り
、
飛
行
機
で
モ
ス
ク
ワ
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
隣
の
米
国
人
は
会
計
士
で
、
世
界

中
こ
ん
な
大
騒
音
の
飛
行
機
は
初
め
て
で

心
配
だ
と
の
こ
と
。
モ
ス
ク
ワ
に
着
き
、

赤
の
広
場
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
風
邪
を
引
い

て
し
ま
い
、
ホ
テ
ル
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

医
師
と
薬
は
無
料
で
驚
い
た
。
今
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
と
違
う
良
い
共
産
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
で
し
ょ
う
。

２
泊
後
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
ウ
ス
ラ
ー
ラ
さ
ん

宅
で
２
㍍
の
彼
氏
と
1
週
間
滞
在
。
私
と

彼
が
、
小
柄
で
４
か
国
語
を
話
す
彼
女
に

従
っ
て
い
ま
し
た
。
北
欧
は
生
活
も
豊
か

で
住
宅
も
百
年
以
上
の
建
物
も
多
く
、
京

都
や
奈
良
の
家
と
ま
た
違
う
個
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
北
極
圏
の
ナ
ル
ビ
ク
か
ら
ド

イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
ク
に
向
か
う
と
、
オ

ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
が
真
っ
最
中
の
ビ
ー

ル
祭
り
。
１
ℓ
の
ジ
ョ
ッ
キ
で
飲
み
す
ぎ
、

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
重
症
で
た
ど
り
着
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
パ
リ
の
下
水
道
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
文
書
で

そ
の
広
大
さ
は
理
解
で
き
た
。１
か
月
も
過
ぎ
、

ホ
テ
ル
、
Y
M
C
A
、
救
世
軍
宿
舎
の
交
渉
も

何
と
か
出
来
た
。
驚
い
た
の
は
ロ
ー
マ
や
ポ

ン
ペ
イ
で
の
水
道
や
下
水
道
の
設
備
で
す
。

特
に
ロ
ー
マ
の
４
千
年
前
の
フ
ォ
ロ
ロ
マ
ー
ノ

古
代
遺
跡
は
、
巨
大
な
柱
や
石
畳
み
の
道

路
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
縄
文
時
代
の
日

本
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん
で
い
た
と
思
い

ま
す
。

シ
チ
リ
ア
の
小
食
堂
で
は
ピ
ザ
が
お
い

し
く
、
た
ま
た
ま
小
銭
が
少
な
く
２
百
円

ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
を
聞
い
て
み
る
と
「
貧

乏
青
年
は
大
き
な
ピ
ザ
を
無
料
で
食
べ
な

さ
い
」
と
頂
い
た
。
優
し
さ
と
愛
情
が
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。
ア
フ
ガ
ン
山
中
で
の
チ
ャ
イ
を

運
ぶ
か
わ
い
い
７
、
８
歳
の
子
ど
も
。
反

対
に
デ
リ
ー
で

１４
、
５
歳
の
夜
の
仕
事
に
つ

く
女
性
。
ど
ん
な
状
況
で
も
生
き
る
力
で

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
国
後
水
処
理
会
社
で
働
き
、
長
野
の

現
在
の
会
社
で
環
境
製
品
と
ユ
ニ
ー
ク
な

防
災
用
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
大

学
に
は
港
横
浜
の
、
世
界
へ
の
大
き
な
魅
力

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
１
つ
の
決
断

と
決
心
を
し
た
行
動
に
後
悔
は
あ
り
ま
せ

ん
。
残
さ
れ
た
人
生
は
、
支
え
て
く
れ
た

世
の
中
の
皆
さ
ま
に
感
謝
す
る
日
々
と
な
っ

て
い
ま
す
。

サ
ミ
エ
ル
ウ
ル
マ
ン
の

『
青
春
と
は
人

生
の
あ
る
時
期
で
は
な
く
、
心
の
持
ち
方

を
い
う
』

を
贈
り
ま
す
。

15年前　寅さんのそっくりさん原一平さんと柴又で

美智子皇后陛下より日赤有功賞を拝受する（平成12年）
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私
は
、
神
奈
川
大
学
に
入
学
し
ラ
ク

ロ
ス
と
い
う
競
技
を
始
め
ま
し
た
。
ラ
ク

ロ
ス
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
大
き
な
き
っ

か
け
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ラ
ク
ロ

ス
が
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い

る
通
り
、
日
本
国
内
で
は
大
学
生
に
な
っ

て
か
ら
始
め
る
と
い
う
人
が
約
９
割
を
占

め
、
個
人
の
努
力
次
第
で
ど
こ
ま
で
も

上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

時
に
ラ
ク
ロ
ス
に
関
わ
る
人
な
ら
、
誰
も

が
目
指
す
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
世
界
選

手
権
大
会
）
の
存
在
を
知
り
、
そ
こ
に

出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に
ラ
ク
ロ
ス
を
始

め
ま
し
た
。

夢
の
舞
台
で
あ
る
世
界
選
手
権
大
会

は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
大
会
を
通
し
て
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
部
分
を
３
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
つ
目
は
開
会
式
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
す
。
開
会
式
や
決
勝
戦
な
ど
の
重
要

な
も
の
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
ま

す
。
日
本
と
は
違
い
、
ア
メ
リ
カ
で
は

ラ
ク
ロ
ス
の
人
気
も
高
く
、
５
大
ス
ポ
ー

ツ
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
人
気

の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
開
会
式
の
入
場

の
際
に
各
国
ご
と
並
び
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
を
歩
い
て
一
周
す
る
と
い
う
演
出
が
あ

り
ま
し
た
。
観
客
席
は
多
く
の
人
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、
手
を
振
る
と
振
り
返
し
て
く

鈴
木

光
（

２１
歳
）

国
際
日
本
学
部

国
際
文
化
交
流
学
科
三
年

祖
父
と
リ
モ
ー
ト
授
業

すずき・ひかる
2002年神奈川県生まれ。
20年神奈川県立麻溝台高
校卒業。国際日本学部国
際文化交流学科3年在籍。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
「
未
曽
有
の
事
態
」
と
し
て
連

日
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
き
た
。

私
た
ち
大
学
生
も
リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど
、

思
い
描
い
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
は

か
け
離
れ
た
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
本
当
に

「
未
曽
有
の
事
態
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。私

に
は
、
私
と
同
じ
神
奈
川
大
学
に
通
っ

て
い
た
祖
父
が
い
る
。
当
時
の
経
済
学
部

貿
易
学
科
（
現
在
の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

で
学
問
に
励
ん
で
い
た
祖
父
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
は
学

生
運
動
の
真
っ

只
中
で
あ
っ

た
。
過
激
さ

を
増
す
学
生

運
動
に
よ
っ

て
、
大
学
は

一
時
的
に
ロ
ッ

ク
ア
ウ
ト
状

態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
し

て
、
教
授
と

郵
送
で
講
義
を
行
う
「
リ
モ
ー
ト
授
業
」

が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
「
最
初
の
一

年
間
は
、
大
学
か
ら
郵
送
さ
れ
て
く
る
課

題
を
解
い
て
提
出
す
る
だ
け
だ
っ
た
」
。

そ
う
語
っ
た
祖
父
の
境
遇
は
奇
し
く
も
私

と
同
じ
で
あ
っ
た
の
だ
。

当
時
は
S
N
S
も
Z
o
o
m
も
無
か
っ

た
の
で
、
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
か
、

サ
ー
ク
ル
活
動
や
部
活
動
を
す
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
「
友
達
と
会

う
こ
と
が
出
来
ず
、
時
々
大
学
の
掲
示
板

を
見
に
行
く
と
、
ど
こ
か
孤
独
感
が
あ
っ

た
」
と
祖
父
は
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
、受身姿の学生時代の祖父

対ホーデノショーニーとの決勝トーナメント

カメラを向く学生時代の祖父

サンディエゴ

第14回 WORLD LACROSSE
　　  男子世界選手権に出場して

「第 14回ワールドラクロス男子世界選手権」は
本年 6月21日から7月1日まで、

米国カルフォルニア州サンディエゴで
日本、米国、オーストラリアなど30カ国が参加して行われた。

日本代表メンバーの一人として出場した
箱﨑蒼太さん（ラクロス男子社会人チームGRIZZLIES所属、

本年 3月外国学部英語英文科卒業）
に感想を寄せてもらった。

（編集部）
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れ
た
り
、「
J
A
P
A
N
！
」
と
叫
ぶ
人

が
い
た
り
と
普
段
で
は
味
わ
え
な
い
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
の
小
学
生
く
ら
い
の
子
供
か
ら
サ
イ

ン
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
代
表
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
も
ら
う
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
い
つ
も
Y
o
u
T
u
b
e

の
中
で
見
て
い
る
プ
ロ
選
手
の
プ
レ
ー
を

目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
プ
レ
ー
が
す
ご
い
こ
と
は
当
た

り
前
で
す
が
、
動
画
の
中
で
見
え
て
い

た
選
手
が
、
実
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も

が
っ
ち
り
し
て
い
た
り
、
身
長
が
大
き

か
っ
た
り
と
実
際
に
会
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、

こ
の
世
界
大
会
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

３
つ
目
は
2
0
2
3
年
度
男
子
日
本

代
表
が
目
指
し
て
き
た
世
界
4
位
以

上
を
掛
け
た
準
々
決
勝
戦
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
相
手

は
ほ
と
ん
ど
が
プ
ロ
選
手
の
ホ
ー
デ
ノ

シ
ョ
ー
ニ
ー
（
H
a
u
d
e
n
o
s
a
u
n
e
e
）
で

し
た
。
ホ
ー
デ
ノ
シ
ョ
ー
ニ
ー
と
は
、
ラ

ク
ロ
ス
発
祥
の
地
で
あ
る
北
米
先
住
民
族

を
祖
先
に
持
つ
人
々
で
形
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
で
い
う
メ
ッ
シ
の
よ

う
な
存
在
の
選
手
も
い
ま
す
。
そ
の
相

手
に
2
得
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
試
合
に
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
相
手
に
も
通
用
す
る

部
分
が
あ
る
、
ま
だ
ま
だ
成
長
で
き
る

と
思
え
る
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
ラ
ク
ロ
ス
を
始
め
た
と
き
に
描

い
て
い
た
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
回
こ
の
舞
台
を
経
験
し
、

も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い
、
目
指
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
チ
ー

ム
最
年
少
で
経
験
で
き
た
こ
と
を
次
は

活
か
し
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
選

手
と
し
て
、
目
標
を
達
成
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
ラ
ク
ロ
ス
の
発
展
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
「
画
面
で
は
友
達
の
顔
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
の
に
、
触
れ
合
う
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
歯
が
ゆ
さ
と
孤
独
感
」
に

非
常
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

世
代
は
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
メ
ー
ル
で
課

題
を
提
出
で
き
る
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
か

な
く
て
も
S
N
S
で
友
達
と
交
流
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き

な
違
い
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
慣
れ
な

い
生
活
の
息
抜
き
と
し
て
、
祖
父
は
合
気

道
部
に
所
属
し
て
い
た
。
現
在
で
も
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
い
る

と
、
当
時
の
部
活
動
の
様
子
を
語
っ
て
く

れ
た
。

祖
父
は
最
後
に
「
親
戚
や
友
人

に
会
う
こ
と
が
出
来
ず
、
た
だ
ひ

た
す
ら
に
寂
し
い
」
「
学
生
運
動

も
コ
ロ
ナ
も
終
わ
り
が
見
え
な
い
こ

と
へ
の
不
安
は
あ
っ
た
が
、
学
生
運

動
の
時
は
、
人
に
会
う
こ
と
が
出

来
た
か
ら
ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

仕
事
を
定
年
退
職
し
た
彼
の
楽
し

み
は
、
人
と
た
く
さ
ん
話
を
す
る

こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
そ

の
楽
し
み
が
簡
単
に
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悲
し
ん
で
い

た
。
息
子
や
孫
と
は
、
自
分
が
生

き
て
さ
え
い
れ
ば
い
く
ら
で
も
話

す
こ
と
が
出
来
る
が
、
自
身
の
先

輩
や
同
級
生
は
既
に
他
界
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
た
め
、
人
と
会
う

機
会
が
激
減
し
て
い
る
現
状
を
嘆

い
て
い
た
。

幸
い
に
も
、
今
日
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

終
息
に
向
か
い
、
か
つ
て
の
生
活
が
ほ
と

ん
ど
戻
り
つ
つ
あ
る
。
私
も
念
願
の
イ
ギ

リ
ス
留
学
を
実
現
さ
せ
、
こ
の
『
宮
陵
会

報
』
の
執
筆
も
ロ
ン
ド
ン
で
行
っ
た
。
祖

父
が
伝
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、
今
私
が
出

会
っ
て
い
る
友
達
は
、
私
が
祖
父
と
同
じ

年
齢
に
な
っ
て
も
付
き
合
い
続
け
る
か
も

し
れ
な
い
。
毎
日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

中
の
小
さ
な
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

残
り
の
一
年
を
過
ご
し
た
い
と
強
く
思
っ

た
。

現在の祖父と私（右）

日本代表の集合写真
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活躍する卒業生

神
田
外
語
大
学
講
師

立
花

久
稔
（
67
歳
）

熱
意
を
も
っ
て
夢
に
挑
戦
す
れ
ば
必
ず
叶
う

たちばな・ひさとし
1956（昭和31）年静岡県生ま
れ。1980（昭和55）年外国学
部英語英文科卒業。現在、
神田外語大学講師。神奈川
大学千葉県宮陵会会長。

出
身
は
静
岡
県
清
水
市
（
現
在
は
静
岡

市
清
水
区
）
で
す
。
高
校
か
ら
硬
式
テ
ニ

ス
を
は
じ
め
、
現
在
で
も
週
に
1
～
2
回

は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

1
9
8
0
年
に
外
国
語
学
部
英
語
英
文

学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
体
育

会
の
少
林
寺
拳
法
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
ブ
ル
ー
ス
リ
ー
が
全
盛
期
で
、

少
林
寺
拳
法
も
大
変
人
気
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
廃
部
に
な
り
悲
し
い
限
り
で

す
。在

学
中
に
英
国
の
P
o
o
l
e

&

B
o
u
r
n
e
m
o
u
t
h
C
o
l
l
e
g
e
に

2
年
間
留
学
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
留

学
が
現
在
の
よ
う
に
一
般
的
で
は
な
く
、

羽
田
空
港
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
渡
英
し
ま

し
た
。
青
年
期
の
英
国
で
の
生
活
は
色
々

な
面
で
私
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
文
化

に
対
す
る
考
え
方
も
日
本
と
異
な
り
、
例

え
ば
、
英
国
に
は
博
物
館
や
美
術
館
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

入
場
無
料
の
た
め
、
小
学
生
や
中
学
生
の

団
体
が
授
業
の
一
環
と
し
て
先
生
に
引
率

さ
れ
て
気
軽
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
子
供
の

頃
か
ら
ご
く
自
然
に
文
化
遺
産
に
触
れ
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
感
動
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
学
に
復
学
し
、
卒
業
後
は
国
際
会
議

準
備
運
営
会
社
で
営
業
を
4
年
、
そ
の
後
、

技
術
系
商
社
で
海
外
情
報
室
長
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
部
長
な
ど
を
23

年
経
験
し
ま
し
た
。
商
社
勤
務
を
通
じ
て

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
社
長
に
交
渉
し
て
米
国
の
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
短

期
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
留

学
費
用
は
全
額
会
社
負
担
」
、
「
留
学
中

は
出
張
扱
い
と
し
て
会
社
は
給
与
を
支
払

う
」
、
「
そ
の
対
価
と
し
て
帰
国
後
は
留
学

で
得
た
知
識
を
社
員
と
共
有
し
会
社
の
発

展
に
尽
く
す
」
な
ど
と
今
か
ら
考
え
る
と

随
分
生
意
気
で
わ
が
ま
ま
な
こ
と
を
社
長

に
提
案
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
人
は

本
当
に
熱
意
を
も
っ
て
夢
に
挑
戦
す
れ
ば

必
ず
叶
う
の
だ
と
い
う
貴
重
な
教
訓
を
得

ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
得
た
知

識
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
大
き

な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。
商
社
は
変
化
と

刺
激
に
富
ん
で
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
の
興
味
は
次
第
に
次
世
代
の
「
教

育
」
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

55
歳
の
時
に
早
期
退
職
を
し
て
、
千
葉
県

幕
張
に
あ
る
神
田
外
語
大
学
の
講
師
と
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
や
キ
ャ
リ
ア
科
目
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。私

の
父
は
現
在
90
歳
で
す
が
、
漁
師
の

家
に
生
ま
れ
、
兄
弟
も
多
く
貧
し
い
家
だ
っ

た
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
就
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
15
歳

か
ら
45
年
間
地
元
の
企
業
に
務
め
最
後
は

経
理
課
長
で
し
た
。
私
の
家
は
決
し
て
裕

福
で
は
な
か
っ
た
た
め
大
学
進
学
は
あ
き

ら
め
て
い
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
神
奈
川

大
学
に
入
学
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
夢
だ
っ

た
留
学
も
で
き
、
商
社
に
就
職
も
で
き
、

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
両
親
の
お
か
げ
で

あ
る
と
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
私
の
人
生
の
基
盤
を
築
い
て
く
れ
た
神

奈
川
大
学
に
も
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
神
奈
川
大
学
千
葉
県
宮
陵
会
会
長

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
母
校
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
第

１
０
０
回
箱
根
駅
伝
も
一
年
ぶ
り
の
神
大

出
場
で
盛
り
上
が
り
そ
う
で
す
。

高校から続くテニスに興ずる

90歳の父と共に
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活躍する卒業生

神
奈
川
県
大
和
市
職
員（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
）
小
野
寺

志
保
（
50
歳
）

ア
ス
リ
ー
ト
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

おのでら・しほ
1996（平成 8年）経済学部経
済学科卒業。ワールドカッ
プ（世界選手権）に3 大会連
続出場。オリンピックは、ア
トランタ・アテネ大会と2 回
に渡り出場。趣味は歌うこ
と（CD デビューもしていま
す！）。2011（平成23）年から
出身地の大和市役所に勤務。

私
は
神
奈
川
大
学
在
学
中
、
女
子
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
に
Ｇ
Ｋ
と
し
て
選
出
さ

れ
、
光
栄
に
も
数
回
に
わ
た
っ
て
、
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
一
員
と
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

現
役
を
引
退
し
た
現
在
は
、
地
元
の
大

和
市
ス
ポ
ー
ツ
課
職
員
と
し
て
女
子
サ
ッ

カ
ー
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、

ス
ポ
ー
ツ
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
職
場
一
同
ワ
ン
チ
ー
ム
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
は
16
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
20
年
間
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
チ
ー
ム
、
日
テ
レ
・

ベ
レ
ー
ザ
に
所
属
し
、
毎
日
毎
日
シ
ュ
ー

ト
を
止
め
る
こ
と
だ
け
を
考
え
続
け
て
い

た
典
型
的
な
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
で
し
た
。
今
の
よ
う
に
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
知
識
や
情
報
も
少
な

く
、
ご
く
稀
に
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
っ

て
も
、
「
今
日
の
練
習
で
シ
ュ
ー
ト
を
止

め
る
こ
と
に
繋
が
ら
な
い
情
報
」
と
し
て

処
理
し
、
「
昨
日
決
め
ら
れ
た
シ
ュ
ー
ト

に
対
す
る
骨
盤
の
傾
斜
角
度
は
…
」
な
ど

と
考
え
て
し
ま
う
よ
う
な
現
役
時
代
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

35
歳
で
引
退
し
、
突
如
と
し
て
「
小

野
寺
選
手
」
で
は
な
く
な
り
、
も
う
シ
ュ
ー

ト
を
止
め
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
時
、
私

は
一
体
何
者
な
の
か
と
自
分
を
見
失
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
選
手
と
し
て
表
舞
台
に

立
っ
て
い
た
私
は
存
在
せ
ず
、
引
退
後
は

何
の
ス
キ
ル
も
持
た
な
い
、
何
者
で
も
な

い
35
歳
の
中
年
で
あ
る
こ
と
に
愕
然
と

し
、
恐
怖
心
と
虚
脱
感
か
ら
体
調
を
崩
し

て
、
め
ま
い
と
突
発
性
難
聴
を
煩
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
指
導
者
を
目
指
し
た
い
希

望
も
な
く
、
物
心
つ
い
て
か
ら
ず
っ
と

シ
ュ
ー
ト
を
止
め
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て

き
た
こ
と
を
後
悔
す
る
日
も
あ
り
、
引
退

後
1
年
く
ら
い
は
そ
ん
な
心
境
が
続
い

て
、
苦
し
い
時
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
一
度

ゆ
っ
く
り
と
立
ち
止
ま
り
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
で
使
え
る
も
の
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し

て
培
っ
た
強
み
は
一
体
何
な
の
か
を
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
は
選
手
時
代
、
シ
ュ
ー
ト
を
止
め
る

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
何
が
必
要
か

を
「
考
え
」
、
そ
し
て
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
し
、

う
ま
く
い
か
な
く
て
も
「
あ
き
ら
め
な

い
」
で
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
を
ま
た
「
考
え
る
」
と
い
う

循
環
を
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と

回
転
さ
せ
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ

が
私
の
強
み
で
あ
り
、
こ
の
回
転
を
使
っ

て
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
応
援
し
て
く
れ
た

地
元
と
、
サ
ッ
カ
ー
に
恩
返
し
す
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
、
公
務
員
試
験
に
Ｔ
Ｒ

Ｙ
し
ま
し
た
。
勉
強
を
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
一
度
は
不
合
格
と
な
り
ま

し
た
が
、
勉
強
を
続
け
、
2
回
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
無
事
に
合
格
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
そ
し
て
仕
事
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な

局
面
で
、
サ
ッ
カ
ー
で
培
っ
た
こ
と
が
自

身
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

考
え
て
み
れ
ば
私
は
サ
ッ
カ
ー
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
本
当
に
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
応
援
や
声
援
が
背
中
を

押
し
、
実
力
以
上
の
力
を
引
き
出
し
て
く

れ
た
こ
と
、
出
場
し
た
試
合
の
数
だ
け
グ

ラ
ウ
ン
ド
準
備
が
あ
り
、
運

営
・
設
営
し
て
く
だ
さ
る
人

が
い
て
、
練
習
の
数
だ
け
準

備
し
て
臨
む
指
導
者
が
い
て

く
れ
ま
し
た
。
近
く
で
励
ま

し
て
く
れ
る
家
族
や
大
切
な

人
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

道
が
見
え
な
い
つ
ら
い
時

期
に
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
本

気
で
、
し
か
も
長
く
や
れ
ば

や
る
ほ
ど
、
社
会
に
貢
献
で

き
な
い
人
と
評
価
さ
れ
て
し

ま
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
考
え
も

頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
今
は
自
信
を

持
っ
て
ア
ス
リ
ー
ト
の
力
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
を
描
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
理
想
的
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
で
も
、
本
気
で
競
技

に
向
き
合
う
こ
と
で
、
自
分
の
中
に
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
の
資
本
・
強
み
が
育
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
「
ア
ス
リ
ー
ト
」
と
い
う
限

り
あ
る
時
間
を
全
力
で
楽
し
み
、
そ
の
先

の
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
培
っ
た

経
験
や
ス
キ
ル
を
資
本
に
し
な
が
ら
、
人

を
輝
か
せ
、
自
分
自
身
も
輝
く
、
そ
ん

な
素
敵
な
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

2019年大和シルフィードトレーニングウェアを着用した筆者
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美味しい
プロジェクトKK

株
式
会
社
日
新

在
職
中

末
吉

広
行

神
奈
川
大
学
社
会
連
携
部
調
査
役

小
林

敏
昭

﹁
卒
業
生
の
集
い
﹂
に
参
加
し
て

﹁
三
浦
か
ぼ
ち
ゃ
カ
レ
ー
﹂
発
売
！

石田先生
生誕100年石

田
貞
夫
先
生
の
ご
生
誕
百
周
年
を
記

念
し
た
同
窓
会
が
本
年
９
月
16
日
、
横
浜

市
西
区
の
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
62
名
も
の
参
加
者

と
、
ご
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
た
石
田
先

生
の
御
子
息
・
石
田
洋
氏
か
ら
は
、
先
生
の

貴
重
な
談
話
を
お
聞
き
で
き
、
改
め
て
先

生
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
先
輩
方

の
ギ
タ
ー
演
奏
や
美
声
が
会
場
に
響
き
、

会
場
に
置
か
れ
た
石
田
先
生
の
写
真
も
、
幾

分
口
元
が
緩
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

同
窓
会
に
先
立
ち
、
ゼ
ミ
の
名
簿
を
押

し
入
れ
か
ら
引
っ
張
り
出
し
、
巻
頭
の
石

田
先
生
の
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を
拝
見
し
ま

し
た
。
気
付
い
た
ら
姿
勢
を
正
し
て
い
る

自
分
が
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
の
先
生
は
終

始
厳
し
い
な
が
ら
も
、
時
折
見
せ
る
ニ
ヤ

リ
と
し
た
笑
顔
に
皆

で
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で

す
。
あ
れ
か
ら
30
年

近
く
の
月
日
が
流
れ

ま
し
た
が
、
先
生
が

ゼ
ミ
や
授
業
で
話
さ

れ
た
言
葉
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
、
今
で
も

昨
日
の
よ
う
に
思
い
出

し
ま
す
。

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
人
生
と

い
う
名
の
大
き
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
築
き
な
さ

い
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
底
辺
を
大
き

く
堅
固
な
土
台
を
作
れ
ば
、
大
き
く
高
い

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
築
け
る
、
底
辺
を
作
る
時

期
こ
そ
が
大
事
な
の
だ
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
。
何
事
も
初
め
が
肝
心
と
肝
に
銘
じ
座

右
の
銘
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
で
も
多

く
の
方
が
「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
石

田
先
生
の
お
陰
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
同
窓
会
を
通
じ
て
、
石
田

ゼ
ミ
生
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
誇
り
を
持

て
た
同
窓
会

で
し
た
。
こ

の
場
を
お
借

り
し
て
実
行

委
員
会
幹

事
の
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、

参
加
者
募
集

の
お
知
ら
せ

な
ど
宮
陵

会
広
報
誌
に

掲
載
し
て
頂

い
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

すえよし・ひろゆき
1994（平成 6）年経
済学部経済学科卒業、

（石田ゼミ 38 期生）
「集い」に参加したゼミOB
（前から二列目、右から4人目が石田先生の御子息石田洋氏）

学生時代に石田先生の自宅で先生や奥様と
（後列、左から3番目筆者）

「三浦かぼちゃカレー」を開発した
経済学部の学生たちと商品パッケージ

2023年 10月 9日付 神奈川新聞　同社提供写真

10
月
8
日
、
神
奈
川
大
学
経
済
学
部
の

学
生
21
名
が
「
作
る
人
（
農
家
の
方
々
）、

食
べ
る
人
（
消
費
者
）
の
両
者
が
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

て
名
付
け
ら
れ
た
『
W
i
n
│

W
i
n

カ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
、
神
奈
川
県

三
浦
市
の
規
格
外
野
菜
を
使
用
し
、
食
品

ロ
ス
削
減
は
も
と
よ
り
、
三
浦
半
島
エ
リ
ア

の
地
域
活
性
化
を
目
的
に
P
B
L

（
P
r
o
j
e
c
t
B
a
s
e
d
L
e
a
r
n
i
n
g

課
題
解
決
型
学
習
）
と
し
て
取
り
組
ん
だ

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
は
企
画
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
食
材
の
選

定
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
ベ
ー
ス
制
作
）

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
販
売
、
販
促
物

の
制
作
や
S
N
S
施
策
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

メ
イ
ン
の
食
材
を
三
浦
半
島
で
盛
ん
に
栽

培
さ
れ
て
い
る
「
か
ぼ
ち
ゃ
」
と
し
、

「
三
浦
か
ぼ
ち
ゃ
カ
レ
ー
」
と
名
付
け
た
こ

の
カ
レ
ー
は
2
、
0
0
0
食
製
造
さ
れ
、

約
1
0
0
㎏
の
食
品
ロ
ス
削
減
を
達
成
し
ま

し
た
。
カ
レ
ー
は
規
格
外
の
中
で
も
追
熟

し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
用
し
て
お
り
、
ス
パ
イ

ス
を
入
れ
る
前
に
塩
茹ゆ

で
、
味
噌
で
コ
ク
を

出
し
て
い
ま
す
の
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
甘
み
、

香
り
が
引
き
立
つ
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

化
学
調
味
料
、
着
色
料
、
香
料
不
使
用
、

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー（
小
麦
に
含
ま
れ
る
グ
ル
テ

ン
を
除
去
）の
健
康
に
も
配
慮
し
た
商
品
で

す
。
１
箱（
１
人
前
）６
５
０
円（
税
込
み
）。

全
国
の
O
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
定
義

＝
本
来
の
価
値
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
も
の

「
も
っ
た
い
な
い
食
材
」の
カ
レ
ー

化
食
品
ロ
ス
問
題
の
解
決
推
進

を
図
っ
て
い
るM

O
TTA

IN
A

I 
B

A
TO

N

株
式
会
社
の
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
購
入
は
こ
ち

ら
か
ら
。
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史
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註
…
母
校
の
名
声
を
仰
ぐ

賢
人
の
教
え
、
先
人
の
遺
志
を
一
途

に
求
め
、
宮
面
丘
に
集
う
若
人
た
ち

広
く
物
事
を
見
聞
し
、
学
問
に
通
じ

造
詣
を
窮
め
て
い
る
。

此こ

れ
は
ま
さ
に
、
母
校
の
栄
名
を
歴

史
に
遺
す
、
建
学
の
悠
々
た
る
姿
で

あ
る
。

【（
原
稿
に
添
え
ら
れ
た
手
紙
か
ら
抜
粋
）

私
事
米
寿
の
年
と
母
校
1
0
0
周
年
が
重

な
る
宿
縁
と
の
積
年
の
思
い
か
ら
、
稚
拙
な

が
ら
七
言
絶
句
の
漢
詩
を
し
た
た
め
ま
し
た
】

家
か
ら
和
歌
山
県
宮
陵
会
総
会
の
開
催

す
る
会
場
（
白
浜
町
）
ま
で
車
で
片
道
4

時
間
半
の
距
離
で
す
。
慣
れ
た
道
で
す
。

「
粉
河
寺
」
（
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の

第
三
番
札
所
）、
「
和
歌
山
城
」
（
徳
川
御

三
家
八
代
将
軍
吉
宗
が
五
十
五
万
五
千
石

を
領
す
）、
「
道
成
寺
」
（
現
在
で
も
絵
巻

物「
道
成
寺
縁
起
」に
よ
っ
て
絵
解
き
を
行
っ

て
い
る
、
安
珍
と
清
姫
の
悲
恋
の
物
語
）

母
校
仰
栄
名（
書
懐
）

和
歌
山
県
宮
陵
会
総
会

に
参
加
し
て

神
奈
川
県

堀
川

哲
勝（
84
歳
）

和
歌
山
県

岡
村

光
惟（
86
歳
）

1
9
6
1
（
昭
和
36
）年
法
経
学
部
法
学
科
卒
業

1
9
6
1
（
昭
和
36
）年
法
経
学
部
法
学
科
卒
業

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は14 頁） 卒

業
生
の

声

昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年
、
縁
あ
っ
て
皆

さ
ん
と
共
に
神
奈
川
大
学
の
門
を
叩
き
、
一

緒
に
当
時
の
空
気
を
吸
い
ま
し
た
。
米
田

吉
盛
学
長
を
始
め
立
派
な
諸
先
生
の
拝
顔

を
仰
ぎ
、
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
、
鹿
児

島
ま
で
の
大
勢
の
全
国
の
仲
間
と
知
り
合
い

ま
し
た
。
私
は
会
計
学
の
不
破
貞
春
先
生

の
ゼ
ミ
に
入
り
、
そ
の
仲
間
の
何
人
か
で
卒

業
記
念
に
ゼ
ミ
の
記
念
誌
を
作
ろ
う
と
提

案
。
35
年
卒
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
世
の

中
の
大
風
や
荒
波
が
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
か

ら
「
皆
さ
ん
、
共
に
頑
張
ろ
う
！
荒
海
で

も
美
し
く
揺
れ
て
い
る
時
も
あ
る
し
、
美

し
く
生
き
る
珊
瑚
礁
を
見
習
お
う
！
」
と

し
て
︿
珊
瑚
﹀
と
言
う
記
念
誌
を
、
ゼ
ミ

仲
間
で
印
刷
業
の
友
人
の
力
を
借
り
て
作

り
ま
し
た
。

仲
間
有
志
と
一
緒
に
、
夫
人
同
伴
の
旅

行
や
懇
親
会
（
札
幌
・
小
樽
・
石
狩
・
京
都
・

松
山
・
奈
良
な
ど
）、
ゴ
ル
フ
な
ど
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
同
期
会
を
「
珊
瑚
の
会
」

と
名
付
け
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。
全
学
部

の
卒
業
生
有
志
の
集
ま
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
（
大
学
主
催
）
が
発
端
と
な
り
、
最

初
は
少
人
数
で
し
た
が
宮
陵
会
本
部
の
協

力
も
あ
り
、
同
期
の
卒
業
生
に
声
を
か
け
、

投稿投稿

荒
波
に
耐
え
て

素
晴
ら
し
い
仲
間
と

共
に

東
京
都

磯
邉

晃
（
85
歳
）

１
９
６
０(

昭
和
35)

年法
経
学
部
経
済
学
科
卒
業

珊
瑚
の
会
の
仲
間
を
広
げ
、
正
式
に
珊
瑚
の

会
と
し
ま
し
た
。

思
い
起
こ
す
と
同
期
会
で
の
お
付
き
合
い

も
30
回
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
大
学
の
門

を
た
た
い
た
縁
、
素
晴
ら
し
い
友
人
が
で

き
ま
し
た
。
私
が
約
10
年
皆
さ
ん
の
助
け

を
借
り
て
珊
瑚
の
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
経
済
、
貿
易
、

法
学
、
機
械
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が

会
長
を
務
め
ま
し
た
。
歴
代
の
皆
さ
ん
に

は
人
集
め
に
ご
苦
労
を
掛
け
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
記
念
す
べ
き
30
回
珊
瑚
の
会
会
長

は
、
再
び
私
に
返
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
少
人
数
に
な
ろ
う
と
「
珊

瑚
友
の
会
」
と
し
て
、
神
大
の
縁
を
大
切

に
し
、
晴
れ
も
あ
れ
ば
雨
も
あ
る
人
生
を

精
一
杯
頑
張
り
、
大
学
と
宮
陵
会
の
さ
ら

な
る
発
展
を
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

を
見
な
が
ら
美
し
い
海
岸
を
急
い
だ
…
。

さ
て
、
私
の
住
む
所
は
世
界
遺
産
に
登

録
と
な
っ
た
「
高
野
山
」
（
丹
生
都
比
売

神
社
）
の
麓
、そ
し
て
有
吉
佐
和
子
著
『
紀

の
川
』
の
美
し
い
流
れ
に
近
く
、
農
業
を

中
心
と
し
た
静
か
な
所
で
す
。
子
供
の
頃

は
、
夏
は
朝
か
ら
泳
い
だ
り
魚
釣
り
、
ト

ン
ボ
や
蛙
・
セ
ミ
取
り
で
よ
く
遊
ん
だ
。

昭
和
32（
1
9
5
7
）年
、大
風
呂
敷（
着

替
え
の
シ
ャ
ツ
や
寝
具
な
ど
入
れ
た
）
を

担
い
で
横
浜
駅
に
降
り
立
っ
た
と
き
の
不
安

な
気
持
ち
、
う
ろ
う
ろ
彷さ

ま
よ徨
い
な
が
ら
市

電
に
乗
り
換
え
て
終
点
六
角
橋
の
停
留
所

へ
、
そ
し
て
神
奈
川
大
学
の
門
を
潜
っ
た
。

早
速
、
下
宿
の
紹
介
状
を
貰
い
畑
の
中
に
ポ

ツ
ン
と
建
つ
四
畳
半
、
鍋
・
釜
・
食
器
類

な
ど
を
買
い
揃
え
て
男
の
自
炊
生
活
が
始

ま
っ
た
。
市
内
を
歩
く
と
庭
に
芝
生
・
垣

根
に
薔
薇
を
植
え
た
家
並
み
が
と
て
も
美

し
く
珍
し
く
感
じ
た
。

子
供
の
将
来
に
期
待
し
て
い
る
両
親
を
思

い
、
「
ヨ
ー
シ
」
こ
の
大
都
市
横
浜
で
頑
張

る
ぞ
…
と
大
き
く
胸
を
張
っ
た
。
今
か
ら

六
十
数
年
前
の
男
の
決
意
で
す
。
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「
英
字
新
聞
の

復
刊
が
望
ま
し
い
」

と
思
う
重
要
な
意
義

東
京
都

梅
沢

英
紀
（
83
歳
）

１
９
６
７
（
昭
和
42
）年経

済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

前
回
本
誌
に
て
、
神
大
「
英
字
新
聞

Ｏ
Ｂ
会
の
開
催
」
を
レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
神
大
の
学
生
が
発

行
す
る
英
字
新
聞

ザ
・
ク
ラ
リ
オ
ン

「T
he C

larion
」
の
復
刊
の
重
要
な
意

義
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。創

刊
号
は
1
9
5
9
年
11
月
、
神
大
創

立
30
周
年
の
年
。
そ
れ
以
来
、
72
年
ま
で

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
当
時
の
大
学
紛

争
の
影
響
を
受
け
、
休
刊
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
り
、
以
後
発
行
は
途
絶
え
ま

し
た
。
卒
業
年
次
を
問
わ
ず
59
年
か
ら
72

年
ま
で
発
行
に
関
わ
っ
た
部
員
た
ち
は
年

2
回
一
堂
に
集
ま
り
、
新
年
会
と
忘
年
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
皆
の

気
持
ち
は
「
学
生
時
代
の
英
語
に
よ
る
執

筆
と
編
集
作
業
に
没
頭
し
た
経
験
は
、
就

職
試
験
に
お
い
て
も
入
社
後
の
職
場
に
お
い

投稿投稿

プ
ラ
ウ
ド
ブ
ル
ー
と共

に

宮
崎
県

森
田

哲
朗
（
77
歳
）

１
９
７
０
（
昭
和
45
）年

第
二
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業

私
は
今
年
の
4
月
30
日
、
任
期
満
了
で

宮
崎
県
小
林
市
議
会
議
員
を
勇
退
し
ま
し

た
。
あ
っ
と
言
う
間
の
3
期
12
年
で
す
。

思
え
ば
定
年
退
職
後
5
年
を
経
て
、
平

成
23
年
4
月
の
統
一
地
方
選
で
立
候
補
。

市
外
出
身
で
知
名
度
が
低
い
た
め
、
当
然

な
が
ら
選
挙
戦
は
厳
し
い
。
そ
こ
で
考
え

た
戦
術
は
、
選
挙
立
て
看
板
を
は
じ
め
選

挙
ツ
ー
ル
を
プ
ラ
ウ
ド
ブ
ル
ー
基
調
に
し
た

こ
と
で
し
た
。
こ
れ
で
自
分
自
身
が
ど
れ

ほ
ど
奮
い
立
た
さ
れ
た
こ
と
か
。
プ
ラ
ウ

ド
ブ
ル
ー
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

議
員
活
動
に
お
い
て
は
「
積
極
進
取
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
き
ま
し
た
。
働
き
を
認

め
て
い
た
だ
い
た
の
か
、
議
長
・
副
議
長
・

議
会
選
出
監
査
委
員
の
重
要
三
役
な
ど
を

仰
せ
つ
か
り
、
本
当
に
悔
い
の
な
い
議
員
生

活
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
穏
な
日
常
生
活
の
中
で
楽
し
み
に
待
っ

て
い
る
の
が
宮
陵
会
報
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
が
趣
味
で
、
特
に
神
大
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心

を
持
っ
て
拝
読
し
て
い
ま
す
。
私
の
住
む
小

林
市
に
は
宮
崎
県
立
小
林
高
校
が
あ
り
ま

す
。
同
校
は
高
校
駅
伝
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
と
も
に
全
国
レ
ベ
ル
。

特
に
男
子
駅
伝
部
は
過
去
7
回
全
国
優

勝
し
た
古
豪
。
女
子
駅
伝
部
も
全
国
大
会

て
も
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
フ
ル
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
実
感
。
後

輩
た
ち
も
学
生
時
代
に
同
様
の
経
験
を
積

め
ば
彼
ら
の
進
路
に
き
っ
と
役
立
ち
、
母

校
の
発
展
に
も
役
立
つ
」
と
確
信
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
「
母
校
にT

he C
larion

を
早
く
復
刊
さ
せ
る
の
が
望
ま
し
い
」
と

の
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
、
復
刊
イ
コ
ー

ル
わ
れ
わ
れ
Ｏ
Ｂ
会
の
仕
事
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
先
ず
わ
れ
わ
れ
卒
業
生
が

見
本
を
作
り
、
母
校
に
持
ち
込
み
、
在
学

生
に
見
て
も
ら
い
、
「
こ
の
指
に
留
ま
れ
方

式
」
で
英
字
新
聞
部
を
発
足
さ
せ
る
試
み

を
し
た
の
が
2
0
0
1
年
12
月
完
成
の

『
復
刊
刺
激
号
』
で
し
た
。
し
か
し
思
わ

ぬ
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
指
に
留

ま
っ
て
発
行
に
意
欲
を
持
っ
た
学
生
7
名
が

新
部
の
創
設
を
大
学
側
に
申
請
し
た
と
こ

ろ
大
学
側
よ
り
、
「
Ｏ
Ｂ
の
英
字
新
聞
復

活
意
欲
と
学
生
意
欲
に
乖
離
が
あ
る
。
ま

た
、
部
活
を
承
認
す
る
に
は
最
低
10
人
の

部
員
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
、
創

部
の
申
請
が
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
驚
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
諦
め
て
は
な
ら
じ
と
復
刊
の
た

め
の
動
き
を
続
け
、
当
時
の
中
島
学
長
に

直
訴
し
、
E
S
S
の
協
力
を
得
る
こ
と
に

成
功
。
つ
い
に
09
年
3
月
、
復
刊
第
1
号

のT
he C

larion

を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
後
、
11
年
12
月
～
14
年

4
月
ま
で
第
２
、
３
、
４
号
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
15
年
度

の
E
S
S
部
の
活
動
に
お
い
て
は
、

s
p
e
a
k
i
n
g
が
主
体
の
た
め
に
英
字

新
聞
の
発
行
継
続
は
困
難
で
あ
る
と
の
結

論
。
せ
っ
か
く
4
号
ま
で
立
派
な
新
聞
を

発
行
し
た
の
に
休
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
誌
面
を
借
り
て
、
学
生
の
英
文
原
稿

を
添
削
し
て
下
さ
っ
た
A
l
i
n
e
教
授

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

国
際
港
都
・
横
浜
に
誕
生
し
た
神
大
の

特
徴
の
一
つ
に
「
貿
易
」
が
あ
り
ま
す
。

校
是
の
積
極
進
取
と
質
実
剛
健
は
、
貿
易

の
相
手
を
求
め
て
世
界
を
動
く
時
の
精
神

的
な
意
気
込
み
を
示
す
も
の
と
感
じ
ま

す
。
学
生
時
代
に
英
字
新
聞
を
編
集
・
発

行
す
る
こ
と
は
、
卒
業
後
、
貿
易
や
国
際

交
流
の
分
野
で
活
動
す
る
こ
と
を
志
向
す

る
神
大
生
に
と
っ
て
は
、
自
己
研け

ん
さ
ん鑽

と
訓

練
の
た
め
の
有
益
な
ツ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

復
刊
刺
激
号
を
作
っ
た
時
の
メ
ン
バ
ー
は

４
名
で
し
た
。
英
字
新
聞
を
作
っ
て
み
よ

う
と
い
う
有
志
数
名
と
大
学
側
の
協
力
が

あ
れ
ば
発
行
は
可
能
で
す
。

現
役
の
神
大
生
が
在
学
中
か
ら
英
字

新
聞
を
自
ら
作
っ
て
、
各
自
の
英
語
力

を
鍛
え
る
た
め
に
英
字
新
聞
部
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
を
望
む

次
第
で
す
。
わ
れ
わ

れT
h

e C
larion

の

Ｏ
Ｂ
会
は
応
援
を
す

る
所
存
で
す
。

の
常
連
で
す
。
将
来
性
あ
る
素
晴
ら
し
い

選
手
が
毎
年
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非

と
も
神
大
駅
伝
部
へ
卒
業
生
を
送
り
出
し
た

い
。
箱
根
で
走
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
ら

が
現
在
の
私
の
強
い
思
い
で
す
。

プ
ラ
ウ
ド
ブ
ル
ー
に
栄
光
あ
れ
!
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地域組織からのお知らせ

ス
カ
ー
フ
の
お
勧
め

宮
陵
会
交
流
企
画
委
員
会
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
カ
ー
フ
（
１
０
０
％
シ
ル
ク
・
12
匁
）
を

作
り
ま
し
た
＝
写
真
。
左
右
88
㌢
×
天
地
88
㌢
で
、
図
柄
は
『
宮
陵
会
報
』
や
『
宮
陵
』
の
表

紙
絵
を
飾
る
渡
邊
恵
子
さ
ん
（
昭
和
52
年
法
律
卒
、
二
科
会
会
友
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
本
紙
15
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
カ
ー
フ
の
効
用
と
は
？

ス
カ
ー
フ
は
万
能
な
魔
法
の
布

皆
さ
ん
、
オ
シ
ャ
レ
グ
ッ
ズ
を
ひ
と
つ

買
う
と
し
た
ら
、
何
を
お
買
い
に
な
り

ま
す
か
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
好
き
な
方
、

バ
ッ
グ
が
大
好
き
な
方
と
、
人
そ
れ
ぞ

れ
好
み
は
違
い
ま
す
が
、
私
は
迷
わ
ず

ス
カ
ー
フ
を
買
い
ま
す
。
バ
ッ
グ
に
い
つ

も
一
枚
ス
カ
ー
フ
を
入
れ
て
お
く
と
、

ス
カ
ー
フ
は
何
に
で
も
な
っ
て
く
れ
る
の

で
す
。

首
元
を
華
や
か
に
飾
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ブ
ラ
ウ
ス
の
よ
う
に
着

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
シ
ル
ク

ブ
ラ
ウ
ス
一
枚
分
の
あ
た
た
か
さ
が
あ

り
ま
す
。
普
段
着
を

オ
シ
ャ
レ
着
に
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。
ま
た
、

バ
ッ
グ
に
入
り
き
ら
な

く
な
っ
た
荷
物
を
、
プ

チ
バ
ッ
ク
と
し
て
ス

カ
ー
フ
に
入
れ
て
持
つ

こ
と
も
O
Ｋ
で
す
。

何
よ
り
ス
カ
ー
フ
は

防
災
グ
ッ
ズ
で
も
あ
る

の
で
す
。
災
害
時
、
こ

の
一
枚
の
四
角
い
布

が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

変
身
し
て
く
れ
る
の
で

す
。
ケ
ガ
を
し
た
時

の
止
血
帯
、
三
角
巾
、

四
角
い
布
だ
か
ら
こ

そ
、
何
に
で
も
な
る

す
ば
ら
し
さ
。

ま
さ
に
万
能
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
、
こ

の
魔
法
の
布
の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
皆

さ
ま
に
、
ぜ
ひ
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　

宮
陵
会
交
流
企
画
副
委
員
長

庄
子
さ
ち
子（
昭
和
54
年
法
卒
）

〈
横
浜
北
宮
陵
会
〉

横
浜
北
宮
陵
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
都
筑
区
・
緑
区
・

青
葉
区
に
加
え
、
港
北
区
が
加
わ
り
ま
し
た
。

横
浜
港
北
区
在
住
・
在
勤
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

〈
藤
沢
宮
陵
会
〉

藤
沢
宮
陵
会
は
、
1
月
2
、
3

日
の
箱
根
駅
伝
沿
道
応
援
を
藤
沢

市
の
遊
行
寺
前
で
担
当
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
藤
沢
宮
陵
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URL
http://kyuryou-soshiki.kanagawa-u.ac.jp/fujisawa/

神奈川大学藤沢宮陵会

▽横浜北宮陵会連絡先
〒226-0025　横浜市緑区十日市場町804-2ホーメストプラザ十日市場W515号室
小林行政書士・社会保険労務士事務所内。
携帯電話　090-8802-8927
メールアドレス　officetana@b01.itscom.net
横浜北宮陵会会長　小林二三夫（昭和48年貿易科卒）宛

今年 9月に行われた留学生を交えた懇親会

こ
れ
ま
で
横
浜
市
港
北
区
に
は
、
地
域

組
織
と
し
て
の
宮
陵
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
度
、
宮
会
本
部
理
事
会
で
港

北
区
を
横
浜
北
宮
陵
会
（
都
筑
区
・
緑
区
・

青
葉
区
）
に
包
摂
す
る
こ
と
が
正
式
に
決

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
港

北
区
在
住
・
ご
勤
務
の
方
は
横
浜
北
宮
陵

会
に
ご
参
集
下
さ
い
。

横
浜
市
港
北
区
は
、
1
9
3
9
（
昭
和

14
）
年
に
都
筑
郡
の
一
部
を
再
編
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
69
（
昭
和
44
）
年
に
港
北

区
か
ら
緑
区
が
誕
生
し
、
94
（
平
成
6
）

年
に
港
北
区
と
緑
区
が
再
編
成
さ
れ
、
青

葉
区
と
都
筑
区
が
新
設
さ
れ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
区
の
変
遷
の
歴
史

を
踏
ま
え
て
、
横
浜
北
宮
陵
会
は
、
港
北

区
、
緑
区
、
青
葉
区
、
都
筑
区
で
再
編
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

横
浜
北
宮
陵
会
は
年
間
行
事
と
し
て
、

総
会
や
駅
伝
の
応
援
、
懇
親
バ
ス
旅
行
、

留
学
生
を
招
い
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、

大
学
教
授
な
ど
を
お
招
き
し
て
の
研
修
会
、

忘
年
会
、
新
年
会
な
ど
で
懇
親
を
深
め
つ

つ
母
校
の
発
展

に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

1.

4. 5.

2. 3.プチバックに
　　　　変身！

宮陵会オリ
ジナルスカ

ーフ

いざ！
という時は
三角巾にも
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読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
賞
　
　品
〉

①
神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所

　
１
泊
２
食
付
ペ
ア
宿
泊
券
／
３
名

②
神
大
生
が
企
画
し
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

「
三
浦
か
ぼ
ち
ゃ
カ
レ
ー
」（
２
箱
）

／
20
名

〈
応
募
方
法
〉

　
ご
希
望
の
方
は
、
は
が
き
に
希
望
の
賞
品

（
①
か
②
）、
名
前
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
（
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、
卒
業
年
・

学
科
、
今
号
『
宮
陵
会
報
』（
No
１
１
7
号
）
の

感
想
を
書
い
て
、

〒
２
２
１
─０
８
０
２

　
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
─27
─１

　
神
奈
川
大
学
宮
陵
会「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

　
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉

　
２
０
２
4
（
令
和
6
）
年
1
月
31
日
（
水
）

＝
消
印
有
効
。
当
選
者
（
抽
選
）
の
発
表
は
、

賞
品
の
発
送
（
2
月
中
旬
）
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

　
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
情
報
や
話

題
な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
年
2
回（
8
月
と
12
月
）

発
行
の
『
宮
陵
会
報
』
や
年
1
回
発
行
の
『
宮
陵
』

（
4
月
発
行
）
で
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
広
報
委
員
会

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

月
発
行
）
で
紹
介
し
ま
す
。

『
宮
陵
』（
No
73
号
）の

「
卒
業
生
の
声
」の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
発
行
　
２
０
２
４（
令
和
６
）年
４
月
中
旬

▼
体
裁
　
Ａ
４
判
、
72
ペ
ー
ジ
（
予
定
）

▼
部
数

６
０
，
０
０
０
部

▼
字
数
　
６
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ
は
自
由
。

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
卒
業
年
・

学
科
、
連
絡
先
（
原
稿
の
確
認
が
必
要
な
場

合
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携
帯
電
話
な
ど
）

を
明
記
。

▼
締
め
切
り
　
２4（
令
和
６
）年
２
月
22
日（
木
）。

掲
載
分
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
原

稿
は
一
部
手
直
し
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
送
付
先
　
〒
２
２
１
─０
８
０
２

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
─27
─１

神
奈
川
大
学
宮
陵
会

「
宮
陵
会
報
No
73
号
」
係
。

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

読者から寄せられた『宮陵会報116号』（本年7月発行）感想です。その一部を紹介します。（編集部）

毎
号
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

卒
業
後
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
始
ま
っ
た
り
、
新
し

い
取
り
組
み
、
在
校
生
の
活
躍
が
あ
っ

た
り
と
、
本
当
に
自
分
の
活
力
に
も
な

り
、
神
大
で
良
か
っ
た
と
最
近
よ
く
思

い
ま
す
。
部
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
の
一
日
の
生
活
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
全
然
違
う
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
文
化
祭
の
時
期
も
近
づ

き
、
特
集
が
載
っ
て
い
ま
し
た
の
で
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。
い
つ
か
子
ど
も

と
一
緒
に
大
学
に
行
っ
て
み
た
い
と
す

ご
く
思
い
ま
し
た
。

（
香
川
県
、
2
0
0
8
年
国
経
卒
）

「
宮
陵
会
」
の
命
名
の
経
緯
を

読
ん
で
と
て
も
そ
の
意
義
に

感
動
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
宮
陵

会
は
ど
う
い
う
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ

た
か
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
納
得
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
神
社

に
立
ち
寄
り
た
い
。

（
埼
玉
県
、
1
9
7
6
年
貿
易
卒
）

在
学
中
、
体
育
会
弓
道
部
に
所
属

し
ま
し
た
。
今
月
号
の
ラ
ク
ロ

ス
部
Ｏ
Ｂ
会
特
集
を
拝
読
。
弓
道
部
も

Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し
て
も
ら
え
た
ら
楽
し

そ
う
で
す
。

（
神
奈
川
県
、
2
0
0
1
年
経
済
卒
）

神
大
の
愛
が
さ
ら
に
深
ま
る
広
報

紙
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
、
2
0
2
1
年
自
治
行
政
卒
）

良
く
編
集
さ
れ
て
い
る
。
８
～
９

ペ
ー
ジ
の
石
田
ゼ
ミ
卒
業
生
の

集
い
は
い
い
企
画
だ
と
思
う
。
私
も
ク

ラ
ブ
で
2
年
に
1
回
開
催
し
て
い
る

が
、
参
加
人
員
が
限
ら
れ
て
い
る
し

連
絡
が
取
れ
な
い
。
ゼ
ミ
も
同
様
で

あ
ろ
う
。
小
欄
で
い
い
か
ら
連
絡
案
内

欄
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
同
期
で

な
く
宮
陵
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
あ
っ
た

り
す
る
が
、
交
通
費
、
宿
泊
費
が
必

要
な
関
係
で
大
人
数
の
集
い
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
メ

リ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
た
記
事
も
必
要
で

は
な
い
か
。（
香
川
県
、1
9
6
8
年
法
律
卒
）

ど
の
記
事
も
懐
か
し
く
、
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。
毎
回
の
卒
業

生
の
活
躍
ぶ
り
に
は
、
わ
が
こ
と
の
よ

う
に
誇
ら
し
く
な
り
ま
す
。
特
に
今

回
は
、
表
紙
の
こ
と
ば
に
惹
か
れ
ま
し

た
。
在
学
中
ヤ
マ
モ
モ
の
大
木
を
何
気

な
く
眺
め
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
ま
た
、歴

史
の
対
比
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

（
千
葉
県
、１
９
８
８
年
経
済
卒
）
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この広告ページをそのまま
FAX でお送りください。注文 FAX送信先　   045-345-4867

KUロゴ入り　　　　　　宮陵会オリジナルスカーフ
数量限定販売（先着申し込み順）
1枚  税込 7,000円（配送費別）

100％シルク・12匁

企画：宮陵会本部／製造：松村（株）／販売：神奈川大学生活協同組合

まとめ買いもできます。
価格は7,000円×注文枚数となります。

〒221-0802
横浜市神奈川区六角橋4-7-3
TEL:045-481-5688　担当：コサカ

【お問い合わせ】

神奈川大学生活協同組合

商品は今月下旬より順次発送

〒

フリガナ お支払い方法ご希望枚数

枚

FAX番号

ご連絡先

メールアドレス

お
名
前

お
届
け
先

都道
府県

代金引換（到着時払い）

区
市郡

【お届け先】

【ご連絡】　① 生協より金額確定のご連絡をいたします。　　② 商品の到着をお待ちください。

配送費の目安
1,200円～1,700円

＠

スカーフは
万能な魔法の布!
バッグにいつも1枚のスカーフを！

普段着をオシャレ着にグレードアップ !
男性もアスコットタイとして楽しめます !
いざという時には、三角巾にして防災グッズにも!いざという時には、三角巾にして防災グッズにも!いざという時には、三角巾にして防災グッズにもいざという時には、三角巾にして防災グッズにも

お届け先】

首元を飾ると、表情も
パッと明るくなります！

いつもと違う装いは
いかがでしょう

寒い時には腕を通して
ブラウス代わりに !

88cm×88cm絵　渡邊恵子（1977 法学部法律学科卒）

発売！
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